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注：人口 10 万人あたりの交通事故死亡者数，1.7人，2.0人，2.3 人，2.7人，2.8 

人の死亡者数を次のように表している。 
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統計検定 2級 

間1 次の図は，平成 22年の都道府県別の人口10万人あたりの交通事故死亡者数につ

いでの幹葉図である。 

次の記述 I - IIIは、この幹葉図についての説明である。 

I. 死亡者数の平均は 5.5人である。 

II． 死亡者数の中央値は 5.0 人である。 

III一 死亡者数の四分位範囲は約 2.0 人である。 

これらの説明の正誤の組合せとして, 適切なものを次の③～⑥のうちからーつ

選べ。 1 

① Iのみが正しい。 

@Iと IIが正しい。 

② IIのみが正しい。 	③ IIIのみが正しい。 

⑤ IIと IIIが正しい。 
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統計検定 2級 

問2 単位がメートルで記録されている身長の単位をセンチメートルに変更するとき， 

各基本統計量の数値がどう変わるかに関して，次の記述 I -IVがある。 

I. 平均は 100 倍になる。 

TI. 分散は 100 倍になる。 

'It. 身長の変動係数は 10分の1になる。 

'V 身長と体重（キログラム）との相関係数は変化しない。 

これらの記述の正誤の組合せとして，適切なものを次の①～⑧のうちからーつ 

選べ。 2 

Iのみが正しい。 
	

② Iと IIが正しい。 

IとIIとHIが正しい。 
	

④ Iと Ivが正しい。 

I,IIIIII,'vの全てが正しい。 

問3 あるアンケート調査で，いくつかの質問をした。問 1は次の形式である。 

あなたは「xxx」の意見に賛成ですか, それとも反対ですか？次のIから 5 のうち1 
あてはまるものーつを選んでその数字をOで囲んでください。 

1. 賛成 2. やや賛成 3. どちらでもない 4. やや反対 5. 反対

問2 は「YYY」の意見についての同様な 5肢選択の質問である。 

回答について、0で囲まれた数字コードを数値としで記録した。問1について集

計した結果は，平均が2.6, 標準偏差が0.84，間2 との相関係数は 0.46 であった。と

ころが，問1の質問の趣旨を踏まえれば，選択肢の数字コードを逆向きにした方が

よいのではとの意見が出されたので, 

「賛成」を 5, [やや賛成」を 4.「どちらでもない」を3.「やや反対」を 2,「反対」をI 

I 

I 

<
@（
回
 

に振り直した。この数値コードを新コードと呼ぶ。新コードに基づいた平均，標準

偏差，相関係数がどうなるかについて，次の記述 I-111がある。 

L 平均は変らない。 

II. 標準偏差は変らない。 

III. 相関係数は変らない。 

これらの記述の正誤の組合せとして，適切なものを次の①～⑤のうちからーつ 

選べ‘, 3 

① IIのみが正しい。 

③ Iと IIが正しい。 

同 "IIの全てが間違っている。 

② II'のみが正しい。 

④ IIと IIIが正しい。 
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統計検定 2級 
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表 3は，年間収入階級別の平均年間収入である。 

表 3】年間収入階級別の平均年間収入（万円） 

年間収入階級 2007年 2009年 

200万円未満 161 160 
200- 250万円 224 226 
250- 300 万円 275 275 
300- 350万円 323 323 
350- 400万円 372 374 
400- 450万円 421 423 

450-'- 500万円 473 473 
500-'- 550万円 523 521 

550- 600万円 572 573 

600- 650 万円 621 621 

650-'- 700万円 673 673 
700- 750万円 721 721 
750-'-- 800万円 773 772 
800-'- 900万円 846 843 
900-1,000万R 942 945 
1,000-1,250万円 1,108 1,098 
1,250 -1,500万円 L361 L356 
1,500 万円以上 2,106 L971 

〔4〕表1，表 2‘表3から，2007年と 2009年の年間収入の分布を比較するためには

どのような手法が適切か。最も適切な記述を次の①～⑤のうちからーつ選べ。 

7 

① ① 表1 から求められる 2007年と 2009年の五数要約値を用いて検討する。 

②表2の平均を用いて平均の差-13万円を643万円で割った 63冨43 を② 
用いて検討する。 

a 表3の年聞収入階級別の平均年間収入から 2007年と 2009 年の両年につい
③ 

て求めた 2007年の分散と 2009年の分散の分散比讐凶旦が1に近いかどうか 
Sう007 

によって検討する。 

＠ 表 I の相対度数を用いてQ~Qプロットを作成し，その傾きが1に近いか

どうかで検討する。 

⑤ 表2 の 2007年の年間収入の平均と 2009年の年問収入の平均の差についで 

t 検定を行う。 

8 

① 300 人 	② 420 人 	＠ 600 人 	＠ 840 人 	⑤ 2400 人 

I． 札幌の最高気温の中央値はおよそ15度である。 

II. 横浜では最高気温が15 度を下回る日が 10 日以上あった。 

III． 札幌では最高気温が10 度を超えた日が15 日以上あ-J た。 

' 	 I  
札幌 	 横浜 

これらの記述の正誤の組合せとして，適切なものを次の①～⑤のうちからーつ 

選べ。 9 

I のみが正しい0 	 ② 11 のみが正しい。 

HI のみが正しい。 
	

@I と II が正しい。 

I と III が正しい。 

問5 全国の有権者を対象にした単純無作為抽出による標本調査で，内閣支持率を区間

推定したい。信頼係数95％の信頼区間の幅が士4% 以下となるようにするには，何

人以上の有権者を調査すればよいか。最も近い数字を次の①～⑧のうちからーつ 

選べ。ただし，調査された入は必ず回答すると仮定する。 8 

間6 下の図は，2012 年 4 月の 30 日間の札幌と横浜の最高気温についての箱ひげ図で

ある。この箱ひげ図に関して, 次の記述 I から ITT がある。 

(o・
）明
城
恒
曙
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選べ。 12 

1 2 3 4 5 

①箱ひげ図1 

④箱ひげ図 4 

②箱ひげ図 2 

⑤箱ひげ図 5 

③箱ひげ図 3 
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統計検定 2級 

間1' ある菓子にはおまけとして全部で15 種類のカードがランダムに封入されている。 

カードの出る確率はすべて等しいとして以下の問に答えよ。 

(1) この菓子を 3個購入して，3枚とも異なるカードである確率を求めよ。小数点

以下第 2 位までの値を‘次の①～⑤のうちからーつ選べ。I lo l 

① 0.58 	② 0.65 	③ 0.77 	@ 0.81 	()  

問8 あるフアストフード店におけるフライドボテトの量が公表している量よりも少な

いのではないかという噂を検証するため, 時間帯をランダムに選んでフライドポテ

トを 20 回購入して重量を計測したところ，次のような結果を得た。 

平均 l54.4g 	中央値 l55.Og 	標準偏差S.85g 	四分位範囲8.2g 

(1〕このデータの箱ひげ図として最も適切なものを，次の①～③のうちからーつ 

(5JUM7 

(2〕既に 13種類のカードを持っているとする。まだ持っていない 2 種類のカードの

いずれかが出るまでこの菓子を購入 L続けるとすると，購入個数の期待値はいく

らか。次の①～⑤のうちからーつ選べ。I ll I 

① 5個 ② 7.5個 ③ 10個 ④ 125個 同15個 

I 11 I 

(4) 12.5 1F1 	(5) 1511 

(2) 公表されている重量は 160gである。公表値よりも少ないと言えるかどうか，帰

無仮説を H0:p = 160g として t 統計量により片側検定を行うとき , 検定統計量

として最も適切なものを，次の①～⑤のうちからーつ選べ。 13 

① /而(154.4 - 160)/5,85 	 -'15414 1 160）小ノ而 ×5.85) 

③ (154.4 - 160）ノ（5.852!20) 	 @(160 1 154.4）爪ノii/5.85) 

⑥ (160 - l54.4)/5.85 

ユ” 

() (154.4-. 160)/(V20 x 5.85) 

@(160 - 154.4)爪/i/5.85) 

'.,と． 
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統計検定 2級 

問 l A先生は，担当科目について0点から100点までの :1点刻みの得点となる試験を行っ

た。次のヒストグラムは，受験した50 人についての試験結果である。ただし，ヒスト

グラムは区間幅を 5 点刻み（45,50],(50,55】,... ,(85, 90],(90,9可として作成している。 

試験 
，ー 

三一 

. 

編 
燃 

~ I 
	 h ロ ー 

I 

4ロ 	5コ 	00 	7ロ 	0ロ 	90 	100 

得点 

このヒストグラムに関して，次の記述a から cがある。 

a この試験の平均は 65 点以上である。 

b この試験の中央値は 66 点から 70 点の区間にある。 

60 点以下の受験者の割合はほぼ 1割である。 

この記述について，次の選択肢①～⑤のうちから適切なものをーつ選べ。 1 

① a のみ正しい 

④ a とbのみ正しい 

② b のみ正しい 	 ③ C のみ正しい 

⑤ a と C のみ正しい 

~ 

り 

, 
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100万円未満 
	

② 100-200万円未満 

200-300万円未満 
	

④ 300-400万円未満 

400-500万円未満 

B8 

	J 2 

③ 対称 ② 左に裾が長い

⑥ 一様 

① 右に裾が長い

④ カウ・ベル型 

5 切なものをーつ選べ。 

③ 7点 ② 6点

⑥ 9点 

① 5点 

@ 8点 

統計検定 2級 

(3〕 この表から推測される分布として, 次の①～⑥のうちから最も適切なものを一

つ選べ。 4 

(4〕 この分布の平均と中央値に関する記述について，次の①～⑥のうちから最も適 

① 平均は中央値より小さい。 

② 平均と中央値は等しい。 

③ 平均は中央値より大きい。 

④ 平均を正確に求めることができる。 

⑤ 中央値を正確に求めることができる。 

問3 13君は，10点満点の 4 回のテストで 5, 4, 7, 6 の得点を取った。5 回目のテストで

最低何点取れば 5t!のテストの平均が 6 点以上となるか。次の①～⑤のうちから正 

しいものをーつ選べ。 6 

89 

6 

間2 B君は経済学のレボート作成で,2009 年の貯蓄に関するデータを用いることにし

た。ただし，次の表の相対度数と累積相対度数は小数第 5 位で四捨五入している。 

、貯蓄階級 相対度数 累積相対度数 

100万円未満 0.1118 0.1118 

100 -200万円未満 0.0640 0.1759 

200 -300万円未満 0.0569 0.2327 

300-- 400万円未満 a0547 0.2874 

400 -500万円未満 0.0503 0.3377 

500-- 600万円未満 a0476 a3853 

600-700万円未満 a0412 0.4266 

70ft- 800 万円未満 0.0358 a4624 

800 -900 万円未満 ao366 a4989 

900- 1000万円未満 a0334 0.5323 

1000- 1200万円未満 0.0575 0.5898 

1200-1400万円未満 a0481 a6379 

1400 -1600 万円未満 a0395 0.6774 

1600- 1800万円米満 0.0336 0.71 10 

1800-2000万円未満 0.0294 0.7404 

2000-2500万円未満 0.0600 0.8004 

2500--- 3000万円未満 0.0444 0.8447 

3000- 4000 万円未溝 0.0584 0.9032 

4000万円以上 a0968 1

」
 

0
 
0

・
 

0
0
 

 》
  出典：総務省「家計調査」（「貯蓄・負憤羅」 二人以上の匹市 J・ 

[1) 第 1四分位数が含まれる階級を，次の①～⑥のうちからーつ選べ。 

90 バーセンタイルが含まれる階級を，次の①～⑥のうちからーつ選べ。 

② 2000 -2500万円未満 

@ 3000 -4000万円未満 
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統計検定 3級 
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問13 次の表は，平成15年度から平成24年度までの10年間の・東京都の小学校に在籍す

る児童の総数（全児童数）と長期欠席児童のうち理由が不登校である児童の数（不 

登校児童数）である。 

全児童数 

（人） 

不登校 

児童数（人） 

平成 15年度 561,216 1,889 

平成 16年度 572,575 1,832 

平成17年度 580,036 1,803 

平成 18年度 586,492 1,907 

平成 19年度 588,374 1,914 

平成 20年度 592,736 1,862 

平成21年度 594,326 1,907 

平成 22年度 595,669 L969 

平成 23年度 592,192 2,056 

平成 24年度 586,412 L940 

資料：文部科学省「学校基本調査」 

この10年間の不登校児童数の変化の様子を調べた結果の解釈について．次の①～ 

⑧のうちから最も適切なものをーつ選べ。 17 

① 各年度の（全児童数）ー（不登校児童数）を調べてみると・ほぼ毎年増加してい

るので,不登校児童数は減少傾向にあるといえる。 

@ （平成24年度の不登校児童数）一（平成15年度の不登校児童数）を調べてみる

と．長期的には増加しているので，不登校児童の割合は増加傾向にあるとい 

える。 

③ 各年度の（不登校児童数）ニ（全児童数）)( 100 を調べてみると・ほぽ毎年同じ

値なので，不登校児童の割合はほぼ変わらないといえる。 

④ （平成16年度の不登校児童数）ー（平成15年度の不登校児童数）・（平成17年度

の不登校児童数）ー（平成16年度の不登校児童数），…,（平成24年度の不登教

児童数）一（平成23年度の不登校児童数）を順次調べてみると,増加と減少の

両方が見られたので,不登校児童数の変化の様子に特徴的な傾向がないとい 

える。 

⑤ （平成23年度の不登校児童数）が最大であるが，（平成24年度の不登校児童数） 

では減少していることから，不登校児童数が減少傾向にあるといえる。 

問14 次の 2つの散布図は・平成 9年度と平成24年度の都道府県別のlp00人当たりの

出生率と死亡率を表している。 

都道府県別出生率と死亡率 

平成9年度 	 平成 24年度 

V 

. 

二 

00 1ロ 0.0 10 ' 10 110 1 0I 00 100 
出主皐；人ロ●”“たり, 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 

〔1〕この 2つの散布図からわかることとして，適切でないものを.次の①～⑤の

うちからーつ選べ。 .. 

① 平成 9年度に比べて平成24年度の方が．全体的に死亡率が高くなっている。 

② 平成 9年度に比べて平成24年度の方が，全体的に出生率力塙くなっている。 

③ 平成24年度は．死亡率よりも出生率の方が低い都道府県が多い。 

④ 平成 9年度も平成24年度も，他の都道府県に比べてかなり出生率が高い県

がみられる。 

⑥ 平成 9年度も平成24年度も．出生率と死亡率の間には負の相閲がみられる。 

(2) 次の箱ひげ図は何を表しているのか，下の④～⑥のうちから最も適切なもの

をーつ選べ。 19 19 
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8 	9 10 ii 12 13 

平成 9年度の出生率

平成24年度の出生率

平成 9年度の死亡率

平成24年度0)死亡率

平成 9年度から平成24年度の聞の出生率の変化 
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統計検定 3級 

問16 次の図は，単身世帯のコーヒー飲料及びコーヒーへの年間支出額（平成22-24年

平均値）を男女年齢階級別にまとめたものである。家計調査では‘コーヒーを主原

料とした液体飲料を「コーヒー飲料」 としており．レギュラーコーヒー（豆，粉な

ど）,インスタントコーヒーなど液体以外を「コーヒー」 としている。 

糾歳以下 飾～卵麟加歳以上 34歳以下 35-59童 舶歳以上 
Lー一一・ー一~~一，~ 

コーヒー飲料 	 コーヒー 

資料：家計調査通信 479号 

この結果の解釈として，適切でないものを,次の①～⑥のうちからーつ選べ。 

23 

① コーヒー飲料の年間支出額は,どの年齢階級でも男性の方が多い。 

③ コーヒーの年間支出額は，どの年齢階級でも女性の方が多い。 

③ 男性においては．60歳以上のコーヒー飲料の年問支出額は，ほかの年齢階級

に比べて半分以下である。 

④ 35-59歳の階級では一男性のコーヒー飲料の年間支出額は女性のコーヒー飲

料の年間支出額の 4 倍以上である。 

⑥ 男女のどの年齢階級においても,コーヒー飲料の年間支出額はコーヒーの年

間支出額を上回っている。 

56 

L澗17 次の棒グラフは,平成22年度の沖縄県を除く46都道府県の成人1人当たりのワイ
ン消費量 (L）を表している。 

IlII Iiiiiii 棚川Jill朋川川川湘川 

資料：国税庁課税部酒税課「平成22年度酒類販売（消費）数量表」 

この結果の中で，7.1Lの山梨県が最も多く，次いで東京都の6.7Lであり，最も少

ないのは鹿児島県‘佐賀県で消費量は1.OLであった。この棒グラフから作成した 

46?)都道府県のワイン消費量の箱ひげ図として,次の①～⑧のうちから最も適切

なものをーつ選べ。 24 
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25 ①～⑥のうちからーつ選べ。 

90% 1ロ‘m 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

, その他 着地方公共団体 に第3セクター ロ農嘉博同組含 fl生産者・生産者グループ 

27 をーつ選べ。 

正答数の累積相対度数 

②I ④I 81 
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統計検定 3級 

問18 ある学校で16問のテストを行った。次の図は横軸に正答数を少ない順から 0~16 

を 1つ刻みでとり，縦軸にその数以下を正答した受験者の割合（累積相対慶数）を

棒状に表している。 

問19 1から 6 の目が同じ確率で出るサイコロがある。このサイコロを 4 回投げたとき

に，偶数の目が出る回数が2回以下となる確率として正しいものを，次の①～⑥

のうちからーつ選べ。 26 26 

4 	5 	5 	7 	8 	9 	10 	Ii 	12 	13 	~ 4 	5 1 6 

正答数 

このように，累積相対度数のグラフを用いる利点としで・適切でないものを, 次の 

の 正答数の中央値をグラフから読み取ることができる。 

画正答数が8間以下の受験者の割合をグラフから読み取ること些’きる。 

画 正答数が 5問以上10問以下の受験者の割合をグラフから読み取ることができ 

る0 

a 正答数の平均値をグラフから読み取ることができる。 

る工正20％に入った受験者は何間以上正答したかをグラフから読み取ること 

ができる。 

資料：農林水産省「農産物地産地消等実態調査（平成 21 年度）」 

この帯グラフから読み取れることとして，次の①～⑧のうちから最も適切なもの 

20 次の帯グラフは，平成21年度の農産物直売所の来訪者数と経営団体の関係を表し

でいる。 

8」■ 
‘コ 	0 

20万人以上 

5-2ロ万人 

1-5万人 

農産物直売所の来訪者数別の経営団体割合 

略 1眺 

① 来訪者が多い農産物直売所ほど，農業協同組合が経営している割合が高くな

る。 

② 農産物直売所の中では 生産者・生産者グループが経営している 1 万人未満

のものが一番多い。 

③ 第 3 セクターが経営している農産物直売所は, 1万人未満のものは少ないが 

1~5万人のもの，5-- 20万人のもの，20万人以上のものはほぼ同じ数である。 

④ 農業協同組合が経営している農産物直売所は，20万人以上のものが一番多い。 
⑥ 20万人以上の農産物直売所が最も数が多い。 

~ 



統計検定 3級 

この箱ひげ図に対応する度数分布表として最も適切なものを，次の①～⑥のう 

③ 

② 

間3 A チームと B チームのサッカーの試合において，じゃんけんで勝った方を先攻と

し，あいこの場合は A チームを先攻と決めた。このとき，3 回の試合の先攻を決め

る場合にあいこが 1度も起きず，B チームが少なくとも一度は先攻になる確率を， 

次の①～⑥のうちからーつ選べ。 3 

問4 大学生 200 人を対象にある日の昼食にいくら支払ったかについて調査し，得られ

た結果を次のように箱ひげ図としてまとめた。 

I 	I 	 I 	I 

402 	600 	800 	1.800 	1.200 	.400 

昼食代（円〕 

ちからーつ選べ。 

昼食代 	度数 累債度数 
二面1'］且上一2加肖未~12 - 

200 円以上 3加円米満 29 41 
300 円以上 ‘01〕円未満 36 77 
400 円以上 500 円未満 34 111 
5‘×〕円以上 600 円未澗 21 132 
600 円以上 700 円未満 9 141 
100 円以上 800 円未海 3 144 
800 円以上 901〕円未溝 4 148 
901〕円以上 1000 円未誼 19 167 

1000 円以上 l101｝円未調 13 180 
110〕円以上 1200 円未滴 5 185 
1200 円以上 1300 円未満 0 185 
1300 円以上 1400 円未機 11 196 
1400 円以上 I500 円未満 4 206) 

累梧度数 
」α,円以上 200 刊未満 
2叩円以上；l(”円未講 
3加円以上 4‘×’円未叫 

‘叩円以上 500 円未滑 
5（×〕円以上 6OO 円未調 
600 円以上 700 円未湖 
7lxI 円以上 SOC】円未醐
柳］円以上‘××〕円素満
虹〕円以上 100ロ円未潤 

100〕円以上 n叩円未満 
1100 円以上 1268】円未満 
1獣，円以上 1鰍’円未溝 
1300 円以上 1400 円来澗 
146”円以上 150〕円未溝 

累横膚数 
1叩円以上 2(”円未講 
2叩円以上 伽円未綱 
3加円以上 4I×〕円未調
柳〕円以上 500 円未満 
5加円以上 6加円未澗 
6加円以上 7α】円未満 
71n 円以上 800 円未滴 
806〕円以上 90〕円未満 
9OO 円以上 ll皿〕円末科 

I000 円以上 1100 円未満 
1100 円以上 I200 円未済 
1206〕円以上【山1】円未滑 
1306〕円以上 14120 円未満 
140｝円以上 1501, 円未満 

④ 
	

畳貴代 
100 円以上 2α, 円未満 
20》円以上 ,α］円末満

；」‘ ×〕円以上 4(”円未舞 
4‘×’円以上 5叩円末溝 
5‘×，円以上 “x,円未講 
6'”円以上 700 円未講 
7加円以上 日加円未済 
B【●】円以上 卿円未満 
9α〕円以上 1000 円未漕 

1006】円以上 1100 円未満 
na」円以上 1210】円未醐 
120〕円以上 1310〕円牽満 
130》円以上 14m円未満 
140 》円以上 1500 円未調 
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累横度数 
100 円以上 200 円未満 
20］円以上 300 円未満
伽円以上 ‘〔助円未満 
I00 円以上 5加円未潤 
500 円以上 600 円未潤 
6加円以上 700 円未満
孔×〕円以上 日加円来調 
B叩円以上 助円未稗 
9OO 円以上 1000 円未満 

1000 円以上 1100 円未油 
11叩円以上 120〕円未満 
1200 円以上 1300 円未満 
”加円以上 141n円未柳 
“α〕円以上 150（〕円未満 
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間5 あるクラスで睡眠と成績の関係について話し合い，意見 A「極度に眠いときはー 

度寝てから朝早起きして試験勉強した方が点数が上がる」 と意見 BE極度に眠いと

きでも，納得するまで勉強してから寝た方が点数が上がる」の 2 つがあった。そこ

で，次の期末試験のときに, これらの行動をとった人に対して, 前回の試験との点

数の変化について調査したところ，次の表のようになった。なお前回の試験の際に

は通常時の睡眠をとり，点数を上げるために睡眠のとり方を変える行動はしなかっ

たと仮定する。 

前回より 前回と変わら 前回より 合計 

上がった なかった 	下がった 

，ニI二l " fン七智“『 1 ナ，A 	..)7 	11 	14 	52 

競合鱗JJU穀 話  

rll 童見 A を実施した入のうち点数が上がった入の割合と意見,を声茜嚇人の

ち藁諭 j:7 t:人の割合の比として適切なものを・次の①～⑤のうちから 

一つ選べ。 5 

① 27・ 32 

[2〕この結果を踏まえ，点数を上げるための行動として, 次の 3 つを考えた。 

I. 意見 A を実施して点数が上がった人よりも，意見 13 を実施して点数が

上がった人が多いため，意見 B を実施する方が点数が上がる行動と考え

る。 

II. 意見 B を実施した人における点数が上がった人の割合よりも‘意見 A 

を実施した入における点数が上がった人の割合が大きいため，意見 A を

実施する方が点数が上がる行動と考える。 

111. 意見 B を実施した人の「前回より下がった人」に対する「前回より上がっ

た人」の比の値がIよりも小さいため，意見 B の実施は点数が上がる行

動とは考えにくい。 

この I~ TEl の考えについて, 最も適切なものを，次の①～⑥のうちからーつ

選べ。 6 

只4 

① 1のみ正しい。 

③ Iと IIのみ正しい。 

⑤ IIと IIIのみ正しい。 

② IIのみ正しい。 

④ Iと IIIのみ正しい。 
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26.5 

統計検定 3級 

間6 次の棒グラフは，平成 17 年における世帯人員別一般世帯数の割合（%）を示し

たものである。 

り 
" 

o 
m 

山 
N 

資料：総務省「平成 17 年国勢調査」 

[iJ 世帯人員の中央値を, 次の①～⑧のうちからーつ選べ。 7 

① 1人 	② 2 人 	③ 3 人 	④ 4 人 	⑤ 5 人 

〔2) 世帯全体における世帯人員が 5 人以上の世帯の割合として最も適切なものを， 

次の①～⑥のうちからーつ選べ。「 8 

＠約 4 ％ 	②約 6% 	③約 8 % 	＠約 10% ③ 412% 

[3〕上の棒グラフから平均値を求める記述として最も適切なものを，次の①～③ 

のうちからーつ選べ。ただし，ここでは 8 人以上は 8 人として計算する。 9 

① 平均値は，（世帯人員数 x 割合 ×0.01）の和で計算する。この場合 棒グ

ラフによる平均値は，実際の平均値よりも大きくはならない。 

② 平均値は，（世帯人員数 × 割合 ×0.01) の和で計算する。この場合，棒グ
ラフによる平均値は, 実際の平均値よりも小さくはならない。 

③ 平均値は，（世帯人貝数 × 割合 ×0.01）の和で計算する。この場合，棒グ
ラフによる平均値は，実際の平均値と必ず一致する。 

④ 平均値は,（世帯人員数 × 割合 ×0.01）の和を階級の数 8で割る。この場
合・棒グラフによる平均値は，実際の平均値よりも大きくはならない。 

⑤ 平均値は，（世帯人員数 × 割合 ×0.01）の和を階級の数 8 で割る。この場
合，棒グラフによる平均値は，実際の平均値よりも小さくはならない 
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間7 次のグラフは，ある都市の月ごとの 5 年問の平均降水量｛月合計降水畳の 5 年問

の平均値）と平均気温（月平均気温の 5 年間の平均値）を示したものである。横軸

に平均降水量 (mm)，縦軸に平均気温（で）をとり，各月の記録を描き,1月から 12 

月までを順に線で結んでいる。 

このグラフの解釈として，次の 3 つを考えた。 

:1. この都市の 8 月の平均気温は高く，9 月,10 月,‘・・， 12 月と 1月に近

づくにつれ，平均気温が単調に低くなる傾向がある。 

II‘ この都市の 7 月の平均降水量は少なく，8 月，9 月，・・・， 12 月と I月に

近づくにつれ，平均降水量が単調に多くなる傾向がある。 

III． この都市の 5 月から 10 月の聞の平均気温はほとんど変わらず，平均降

水量も 10mm 程度しか変化しな1'o 

この I -. IIIの解釈について，最も適切なものを，次の①～⑤のうちからーつ選 

べ0 10 

① I, II, HIはどれも正しい。 

② Iと IIのみ正しい。 

③ Iと IIIのみ正しい。 

@IIと IIIのみ正しい。 

自 Iのみ正しい。 

統計検定 3級 

問8 ある店舗において，同じ受付作業であっても窓口によって作業時間に違いがある

ことが分かった。そこで各窓口での作業時間を測定して，作業時間の散らばりを調

整する改善を考える。これまでの測定データから他の観測値と大きくはずれた観測

値が得られることも予想され，各窓口における作業時間の分布は左右対称とはいえ

ない。今回の調整では, はずれた観測値の影響を受けにくい指標を用いて，データの

散らばりの大きさを調整することを考える。この店舗の窓ロにおける作業時間の改

善を考えるために，最も適切なものを，次の①～⑤のうちからーつ選べ。 I1 

① 各窓口の作業時間の散らばりを標準偏差で測り，値を小さくすることを考える。 

② 各窓ロの作業時間の散らばりを分散で測り, 値を大きくすることを考える。 

③ 各窓ロの作業時間の散らばりを範囲で測り, 値を大きくすることを考える。 

④ 各窓口の作業時間の散らばりを四分位範囲で測り，値を小さくすることを考

える。 

③ 各窓ロの作業時間の散らばりを変動係数で測り，値を大きくすることを考える。 

問9 総務省の「平成 23 年通信利用動向調査」では，全国の満 20 歳以上の世帯構成員

がいる世帯から無作為に 40,592 世帯を抽出し，通信利用動向に関する調査を行って

いる（なお回収率は 4L3 ％であった）。標本抽出や未回収, 無回答等による標本の

偏りはないものとする。パソコンや携帯電話等から 1年の間にインターネットを利

用したかどうかの質問に対して，71.2 ％の入が「利用した」 と回答した。この結果

を説明する文章として，最も適切なものを，次の①～⑥のうちからーつ選べ。な

お，母集団におけるインターネットを「利用した」 という回答の比率を母比率, 標

本におけるインターネットを 「利用した」 という回答の比率を標本比率と表現する

こととする。 12 

① 標本調査により母比率を推定したい。母比率は 0.712 であった。 

② 標本調査により母比率を推定したい。標本比率は 0.712 であった。 

③ 標本調査により標本比率を推定したい。母比率は 0.712 であった。 

④ 標本調査により標本比率を推定したい。標本比率は 0.712 であった。 

⑤ 今回の調査では母比率は推定できない。 

②
自
）
＠
⑤
 

11 

12 
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② 家計調査 

④ 社会生活基本調査 

① 労働力調査 

③ 内閣支持率調査

＠ 国勢調査 

統計検定 3級 

間11 行政機関等では，さまざまな統計を作成していて，これを公的統計という。その 

中で国が作成し重要性が特に高い統計を「基幹統計」といい，この基幹統計を作成 

するために実施される統計調査を基幹統計調査と呼んでいる。基幹統計調査ではな

いものを，次の①～⑥のうちからーつ選べ。 11 

間12 ある工場で，生産した製品が不良品である確率は 2％である。また，製品の品質

検査を行う際に，その製品が良品であるときに正しく良品であると判断する確率も， 

不良品であるときに正しく不良品であると判断する確率も 99％である。このとき, 
不良品と判断された製品が，本当に不良品である確率として最も近いものを，次の 

①～⑤のうちからーつ選べ。 12 

① i2％ 	② *i50％ ③ J67 ％ ④ 約 95 ％ ⑤ 4 99% 
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間 l0 ある学校で 32 問の数学のテストを行った。次の図は横軸に正答数を少ない順か

ら 0 '-32 を 1つ刻みでとり，縦軸にその数以下正答した生徒の割合を棒グラフで用

いて表している。 

このデータを用いて，正答数のヒストグラムを描いたときに得られるグラフとし

て適切なものを，次の①～⑥のうちからーつ選べ。 ユ0 

①．A 	  ② 

10 
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統計検定 3級 

間13 次の表は，あるクラスの生徒 20 人に対して，10 点溝点の数学の小テストを 2 回

行った結果をまとめたものである。横軸は 1回目の小テストの得点を，縦軸は 2 回

目の小テストの得点を表す。 また，表中の数値は人数を表し，例えば，1回目の得

点が 4 点で 2 回目が 6 点の生徒は 3 人いる。ただし，空欄のセルは該当者がいな

いことを表す。 

10 

9 1 

8 2 1 

7 2 1 

6 1 3 1 1 1 

5 2 

4 2 

3 1 1 

2 

I 

0 

0 1
  

2
  

3
  

d
'
 
 

!
b
 
 

6
  

7
I
 
 

8
  

9
  

10 

I回目 

(1) 1回目よりも 2 回目の小テストの得点が高かった生徒の人数を，次の①～⑤

のうちからーっ選べロ 13 

[3) 1回目と 2 回目の小テストの相関係数を調べるために分散を求めてみたところ， 

1回目の小テストの分散は 6.4, 2 回目の小テストの分散は 5.2 であった。相関係

数を求める式として，適切な式を，次の①～⑤のうちからーつ選べ。 15 

① 	

I

廠 

{ (1- 5)(3 - 6) + (4- 5)(7 - 6) + (7- 5)(8 - 6) + (10 - 5)(9 - 6) }
20  

②“

1 ,{(1一 5)(3一 6)+2× (4- 5)(7一 6)+(7- 5)(8--- 6)
20 	

+(i0 - 5)(9一 6)} 

③ 64 	x  52 
 { (1 - 5)(3 - 6) + (4- 5)(7 - 6) + (7- 5)(8 - 6) + (10 - 5)(9 - 6) }

20  

④ 6A152 
 f(1- 5)(3- 6)+2 < (4- 5)(7- 6)'(7- 5)(8- G)- - (10 - 5)(9- 6)

6.4x 5.21 	 20 

06 	に5.2{(1一 5)(3一 6)+2×(4-5)(7一 6)+(7 一 5)(8-6)+(10 一 5)(9一6)} 

2

回

目
 

13 

15 

① 4 人 	② 5 人 ③ 8 人 @12 人 	⑤ 16 人 

〔2) 2 回の小テストの平均点を求めたところ，1回目の小テストの平均点はちIう

ど 5 占  2 回目の平均点はちょうど 6 点であった。2 回の小テストのいずれにお

いても，平均点を超える得点をとった生徒の人数を，次の①～⑥のうちから― 

つ選べ。 14 

① 2 人 	② 3 人 	③ 4 人 	④ 5 人 	⑤ 7 人 

14 

120 121 



' 70 

加 

~ 	 I 
30 	00 	50 	00 	70 	80 

血齢l電I 

1 	I 	」 	‘ 	I 
加 ” “ ” 加 

年峠確】 

④ 

125 

1 	l 	I 	I 	I 	T 

20 	30 	'. 	50 	印 	70 	凹 

年齢α, 

「 	 I 	I 	' 	I 
1コ 	］D 	" 	" 	" 	7り 	8り 

年齢【雇l 

間15へ fl1Ji1 q1霧誘H*-C)fl)h 2009-2011 	 競蕊 

麟驚 Ij蒙「鷲「霊二どよび政令指定都市のっち購入金韻の多 

5.000 

4.50ロ 

4.000 

ユ500 

3.000 

25oo 

z0ロG 

t500 

1，ロ00 

50ロ 

0 

資料：総務省「家計調査」  

統計検定 3級 

表を作成するもとになった 40 入のデータに対応する年齢の箱ひげ図として最も 

適切なものを，次の①～⑤のうちからーつ選べ。 

30 	.80 	40 	56 	60 	70 	80 

年的確J 

19 

③ この結果から読み取れることとして正しいものを，次の①～⑤のうちからーつ 

選べ。 18 

① 都道府県庁所在市および政令指定都市で全国よりもぎょうざの年平均購入金

額が多いのは宇都宮市,浜松市，京都市，宮崎市，福井市の5つの市のみで

ある。 

② ぎょうざの購入金額の 2 人以上の世帯の総計について,字都宮市は京都市の 

1.5 倍以上である。 

③ 宇都宮市も浜松市も 2 人以上の世帯の半分以上がぎょうざを年間 4,000 円以

上購入している。 

＠ 都道府県庁所在市および政令指定都市の中で，2009- 2011 年における世帯の

ぎょうざの平均購入金額が最も多いのは宇都宮市であり，全国平均の 2倍以

上である。 

⑤ 宇都宮市の 2 人以上の世帯はどの世帯も，全国平均よりも多くぎょうざを購

入している。 

間16 次の表は，あるスポーツ施設に 4 月に新しく入会した会員 40 人の年齢を階級ご

とにまとめたものである。 

年齢 度数 累積度数 

20 歳以上～30 歳未満 12 12 

30 歳以上-40 歳未満 3 15 

40 歳以上～50 歳未満 3 18 

50 歳以上～60 歳未満 10 28 

60 歳以上～70 歳未満 10 38 

70 歳以上～80 歳未満 2 40 

124 



統肝検定 3級 

間18 アイスクリームの売上高は，気温による影響があり気温が高い月ほど売上高が多

いという仮説を立てた。このことを調べるために，ある地区のチェーン店における 

1月から 12 月までの月別の平均気温（で）とアイスクリームの売上高（百万円）の

データの散布図を作成した。 

. 

. 
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. 
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. 
・ 
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. 

10 
	

15 
	

20 

I 
	

'5 
	

30 

気温（ c) 

上の散布図のデータに従えば，月別の平均気温の平均値は 19.75 で，月別のアイ

スクリームの売上高の平均値は 52.8 百万円であった。また相関係数は 0.616 であ

り，予想よりも小さかった。ところが，観測値の入力に間違いがあることがわかり, 

図中の平均気温が 16 で，アイスクリームの売上高が 78 百万円のデータに対して， 

正しい売上高は 48 百万円であった。 

〔1〕正しい数値に直したとき, 平均気温の平均値とアイスクリームの売上高の分散 

はどう変化するか, 次の①～⑤のうちからーつ選べ。 22 

① 修正前よりも平均気温の平均値は大きくなり・売上高の分散は大きくなる。 

② 修正前よりも平均気温の平均値は大きくなり, 売上高の分散は小さくなる。 

③ 修正前よりも平均気温の平均値は変わらず，売上高の分散は大きくなる。 

④ 修正前よりも平均気温の平均値は変わらず・売上高の分散は小さくなる。 

⑤ 修正前よりも平均気温の平均値は変わらず・売上高の分散は変わらない。 

(2〕正しい数値に直したとき，相関係数はどう変化するか，次の①～⑥のうちか 

らーつ選べ。 23 

① 修正前の相関係数よりも小さくなる。 

② 修正前の相関係数と変わらない。 

③ 修正前の相関係数の絶対値は変わらないが，符号は逆になる。 

④ 修正前の相関係数よりも大きくなる。 

④ これらの情報だけでは判断できない。 

〔3〕正しい数値に直したとき，この結果について述ぺた次の記述のうち，最も適切 

なものを，次の①～⑤のうちからーつ選べ。 24 

① 平均気温とアイスクリームの売上高の散布図から，観測値は直線状に分布

しておらず．相関係数の絶対値もあまり高くないことから，気温が高い月

ほど売上高が多い傾向があるとは言えない。 

② 平均気温とアイスクリームの売上高の散布図から，観測値は右上がりの直

線状に分布しており, 相関係数からも正の相関がみられ「気温が高い月ほ

ど売上高が多い傾向があった。 

③ 平均気温とアイスクリームの売上高の散布図から，観測値は右下がりの直

線状に分布しており，相関係数からも負の相関がみられ，気温が高い月ほ

ど売上高が多い傾向があった。 

＠ 平均気温とアイスクリームの売上高の散布図から, いくつかの観測値が右

上がりの直線状からはずれて分布しているため，気温が高い月ほど売上高

が多い傾向があるとは言えない。 

⑤ 平均気温とアイスクリームの売上高の散布図から，いくつかの観測値が右

下がりの直線状からはずれて分布しているため，気温が高い月ほど売上高

が多い傾向があるとは言えない。 
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